
沖縄県公安委員会定例会会議録（令和６年11月21日）

１ 主な報告等

⑴ 第35回沖縄県警察音楽隊定期演奏会の開催結果について

委員から、定期演奏会は、地元中学校吹奏楽部と警察音楽隊とのジョイントステ

ージや防犯寸劇等、プログラムが緻密に構成されており、県警察の諸活動を広く来

場者に広報することができた他、地域住民との親和性を高める大変良い演奏会とな

っていた。日頃は各所属で警察業務に従事する傍ら、日々の訓練により演奏技術の

維持・向上に努めている音楽隊員の活動は、周囲の警察職員等の理解と支援の上に

成り立っているものであることから、今後とも音楽隊員への支援をお願いしたい。

音楽の好きな学生が、学校在籍中にあらゆる警察活動の場において警察音楽隊等の

活動に触れてもらい、将来の警察職員・音楽隊員の確保につながれば大変良い旨の

発言があった。

⑵ 那覇市松山在の違法カジノ店における賭博等事件被疑者の検挙について

委員から、この種の犯罪について、県民はマスメディアによる発生・検挙報道等

で見聞きするが、経営者や賭客が検挙されても、他人事として賭博犯罪自体に対し

て関心が低いと感じる。そのため、賭博で得た収益が反社会的勢力等の資金源とな

っている実情を広報するなど、賭博犯罪に関して県民が関心を持つよう努めてもら

いたい旨の発言があった。

⑶ 令和６年水難事故防止運動の実施結果について

委員から、水難事故の特徴として観光客の罹災が多く、その中でも外国人観光客

が罹災する割合が高いことがよく分かった。また水難事故に遭わないよう事前に、

外国人観光客の目に留まるよう、様々な言語でのＳＮＳやYouTube等を活用した水難

事故防止対策についても検討していただきたい旨発言があった。

⑷ 石垣市美崎町における傷害致死事件について

委員から、今回の事件が判明して被疑者が特定されるまでに、複雑な経緯があっ

たことが説明を受けて分かった。事件現場における的確な判断については、経験に

より培われることが多いことから、ベテラン捜査員のノウハウを実務経験の少ない

若手警察官へきちんと伝承し、あらゆる事件・事故の初動捜査に活かしてもらいた

い旨の発言があった。

⑸ 「飲酒運転根絶」及び「交通事故多発交差点ワースト３」ポスター・チラシ寄贈

式の開催について

委員から、県内における交通事故の多発場所とその態様については、日頃車を運

転する者として是非、知りたい情報である。日本損害保険協会沖縄支部委員会が寄

贈したポスター・チラシは、交通事故に遭わないために県民に知ってもらいたい情

報が的確に記載されている。当該協会の交通安全活動等への協力に深く感謝する。



今後はＳＮＳ等を活用した県民等に対する広報啓発についても検討していただきた

い旨の発言があった。

⑹ 合衆国軍隊の使用する施設・区域外への米海兵隊所属ヘリコプターの着陸（ガイ

ドライン）事案について

委員から、米海兵隊所属ヘリコプターの着陸事案については、ガイドラインに基

づいて関係機関がそれぞれの任務・役割をしっかりと果たしていることがよく分か

った。今回の事案を受けて、県警察において、迅速的確に現場周辺の安全確保及び

交通規制措置等が実施されたことを評価する旨の発言があった。

⑺ 本部長総括

本部長から、本日午前中に公安委員参列の下、沖縄県殉職警察職員慰霊祭を執り

行ったところであるが、志半ばで殉職された警察職員の御霊に思いを馳せ、これか

ら沖縄県内における治安をしっかりと守っていかなければならないとの志を強くし

た。前本部長から引き継いだ県警察の諸課題を含め、社会諸情勢の変化に的確に対

応し、警戒の空白を生じさせることがないよう、県警察一丸となって取り組んでい

く所存であるので、これからも県警察への御指導をお願いする旨の発言があった。

２ 主な決裁等

⑴ 警務部

・ 公安委員会宛て苦情の受理について

・ 公安委員会宛て苦情の調査結果について

・ 県議会11月定例会補正予算（案）について

・ 裁決書について

⑵ 交通部

・ 道路交通法違反及び犯人隠避被疑事件の検挙について

・ 自動車運転免許の行政処分について


